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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２９年度　中国圏広域地方計画の取組状況～資料抜粋～

　中国圏広域地方計画では、今後概ね10年間におこなうべき中国圏の将来像から、「個性や特色を活かして人々が誇りと愛着を持てる、豊かで健やかな暮らしと安全・安心な圏域を目指す」べく、６つの基本戦略毎に計１９の広域連携プロジェクトについて、計画の推進に向けた課題抽出やその対応等について検討、実施していくこととしている。
　今回協議会では、各広域連携プロジェクトの進捗状況、及びモニタリング結果について報告する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆広域連携プロジェクトに関するモニタリング指標

　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
　なお、現時点、単年度でしか把握できないモニタリング指標については、参考に地方圏との比較を実施しています。

　◇全般的な話
　・統計指標の調査年等の制約より、これからモニタリングしていく指標も一部存在するものの、概ね全ての広域連携プロジェクトにおいてモニタリング指標は順調に推移している。

　◇１．重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり
　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆広域連携プロジェクトに関するモニタリング指標

　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
　なお、現時点、単年度でしか把握できないモニタリング指標については、参考に地方圏との比較を実施しています。

　◇全般的な話
　・統計指標の調査年等の制約より、これからモニタリングしていく指標も一部存在するものの、概ね全ての広域連携プロジェクトにおいてモニタリング指標は順調に推移している。

　◇１．重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり
　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、
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　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
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　・統計指標の調査年等の制約より、これからモニタリングしていく指標も一部存在するものの、概ね全ての広域連携プロジェクトにおいてモニタリング指標は順調に推移している。

　◇１．重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり
　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、
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　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、






| 6 anmes mEEBmELSHEORERR

NS L*8] DFE(C &K BIFHRAREREFY — EXDRERF

(EFERLSEED O T MOEFERIR)
Bk

S /NERPREZZ DENFOHELR -

EZE‘CODE,&%% @%ﬁ?#b‘ﬁ%ﬁmd\%Eﬁﬁﬁ{bifé%éb\ FNTUV BB (CIHNT, /N
FRX, KFEFOEM TOBEENDBITE 2 ED. EBEEDHE - MbaNd &

EBIC, BRUBDFEBRRZEZIREI DL TRREZOBUZIBET D,
<BiEfE> (R2EFE)

SixithisEs 73410
<EfEfE>

Shittisy : 65E1K
SEHRE | SEK

(&#h) R LEHP
SHTEE(CIEEZEDNMETLIEEZEUTREL. 10EE(CH UL THIE
o EHADZIR(YV T hEE)

- SETOEZROIRIMEE,. BEUVIERIT
OREMZIB(V Ik - \—REE)
- BFE A E R DR
- OREZEAL. (RRHME. FTRMWERK
(EZHVUDIEIE)
- HEEFEH /NS BLS X DR 8 2 T BT AT AR (S0,
(H304E : 12.8. R1%EE : 14.0)
?ﬁ m %0 17 BH284ERE WH24EE mH30ERE
*T AN A 5 15 14.0
L ﬁt 15 B . 12 12mm 3 3 12.6

10 10 10.0 10.3
10 A 8.3

. FEGBEE. AR ~ORE - Ehf

NIEF

ERIEE

5 4

N T, FROIE
~N
~N

0 4

RIE BER  ELURE EBR  WOR HEETY HAETY
(ER) WER NS A IACOR RICBI S 2R IERE 10 b5
(Chh5SDHE)

miTE, Y. 1Bk BE. BBRY NO—OZRR - mEURNS, NSl n
R EEESD TV T ETHIRDSRIB(CIE UTEFRHRRIgE IRz 53< D, g3 <D ZH#E
EY D EHCRIEEENLO IR ERTC BB EEERICEBH TV FE.

BAE4

TS - AKEHRA > T SRS (:.J:Z:

FEEE. EFZREUTVDERULEENDMAZITOLEEC, AREERF(CHSUNT
(FBUFAZ I TR< . REHEVBEEED/\v 07y TEEHEE - RHRBIE D <
DZEDD, TEERBRRMCEFEBINTCHSBEDOENEADHIGD. RETRD
IRHEEARDPETE - BEYORBEHET D,

@ MENKD/I\Y TT7 YT ESHIKERROHEE
(EERGEHERT O T SORHERIR)
¢ REKERECHMA KB ICHONBIEI< D

itk - 5 - TRNE)N\TF—RIvIOORE LLOK)
IKBSECEDEETE UIE) I RUEEIER (C K DIENEE SN DX DEH B THE]
[CDWT. BEMEA— AR ERD THK - &8 - R/ \U— RV I % ERI B,
<BZiE>
S 7 EEFETICEWEEA) (6458 DK SKEERIBROREL « NF&
<SEfEE>
@itk

ZACHWT, HKRKEEXIERDORE L
CDNREITUN

15ANICHENT. REUEEZ
SEhte

TR28FERE CTICHREISHE] TARE
TR28FERE CTICHREISHE] TARE
TR30F6ARETICHRELIIHBI TAKE

o=
o EK
[ Jih==

] - B SRR HOE - AE

- = R\ — Ry TSR

] . tRsE) P Ry TR

CE=HUSDIEE)

- CREES A TE TR B 3SR BT A M,

(EERD W ORHP

(H30: 12, R1:33)

35 33
%E 5 mH29 ®WH30 mR1
E
& 25
AT £
gr- 15 5 10
LIS 7 .
| | BN AT EEAEY
0 [
SmE BiRE fiE] L1115 L8R iag FEE
(B NEFERBHPIE L iR b g sHE 4 & E
(cnbh5DHHEA)

B H30F7ARMAEFE bS5 ITEAMBEVCEARURDHK, KRR THUEEFOE 10
7( KE(CmA. ) \— FARICMR T, PR, THKEERXIERFOEE
ERBEHATH DI EF (C L DHUEPL DB L2 B,


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆広域連携プロジェクトに関するモニタリング指標

　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
　なお、現時点、単年度でしか把握できないモニタリング指標については、参考に地方圏との比較を実施しています。

　◇全般的な話
　・統計指標の調査年等の制約より、これからモニタリングしていく指標も一部存在するものの、概ね全ての広域連携プロジェクトにおいてモニタリング指標は順調に推移している。

　◇１．重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり
　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆広域連携プロジェクトに関するモニタリング指標

　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
　なお、現時点、単年度でしか把握できないモニタリング指標については、参考に地方圏との比較を実施しています。

　◇全般的な話
　・統計指標の調査年等の制約より、これからモニタリングしていく指標も一部存在するものの、概ね全ての広域連携プロジェクトにおいてモニタリング指標は順調に推移している。

　◇１．重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり
　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、
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　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
　なお、現時点、単年度でしか把握できないモニタリング指標については、参考に地方圏との比較を実施しています。

　◇全般的な話
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　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
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　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆広域連携プロジェクトに関するモニタリング指標

　各広域連携プロジェクト毎にモニタリング指標を設定し、原則、中国圏広域地方計画策定以降（H28.3）の状況をモニタリングしていきます。
　なお、現時点、単年度でしか把握できないモニタリング指標については、参考に地方圏との比較を実施しています。

　◇全般的な話
　・統計指標の調査年等の制約より、これからモニタリングしていく指標も一部存在するものの、概ね全ての広域連携プロジェクトにおいてモニタリング指標は順調に推移している。

　◇１．重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり
　・基幹交通の整備によるネットワーク強化により『重層的なネットワーク形成』が進みつつあり、連携中枢都市圏形成による都市間の多様な連携の推進・アジア国際線の就航便数増加による東アジアを始めとする国際交流の推進により、『拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり』が着実に進んでいる。
　・立地適正化計画については、制度が始まったばかりのため計画策定都市数はまだ少ない状況にある。引き続き、拠点都市整備とコンパクトシティの推進及び中小都市の振興を図っていく。

　◇２．ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化
　・『ものづくり産業の競争力強化』については、現状で製造品出荷額・コンテナ個数ともに瀬戸内（広島県・山口県・岡山県）で高く、今後の更なる競争力強化が期待される。
　・『観光振興等経済の活性化』については、観光DMO形成による多様な連携なインバウンド・広域観光の推進が着実に進んでいる。

　◇３．中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進
　・『中山間地域・島しょ部における人口減対策』として、現状で農業の6次産業化実施集落割合、サテライトオフィス実施市町村数は地方圏のなかでも高く、小さな拠点形成市町村数も増加傾向にあることから、地域振興の推進は着実に進んでいる。
　・空き家活用等多様な転入支援策については、空き家活用等の先進事例・方法等（例：リノベーションによる交流拠点創出等）を協議会で共有・議論していくことにより、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆中国圏を取り巻く現状

　現状整理においては、原則、中国圏と全国から三大都市圏を除いた地方圏を比較することにより、中国圏の位置づけを明確化している。

　◇人口
　・中国圏全体で少子・高齢化に伴う人口減少が将来的にも継続する。
　・過去の社会増減率・自然増減率をみても減少傾向にあり、自然増減率については経年的に地方圏を下回っている。
　◇産業
　・少子・高齢化に伴う人口減少も影響し、第1～3次就業者数も減少傾向にある。
　・特に第1次産業就業者数の減少度合いが高いことから、中山間地域における地域産業の衰退が懸念される。
　◇経済・住環境
　・一方で、中国圏は地方圏のなかでも経済・住環境（商業・医療・福祉）は良い。いずれの指標も中国圏が地方圏の値を上回っている。
　・こうした中国圏の強みを活かした取組等を実施していく必要がある。
　◇観光
　・また、観光については、日本人観光客が横ばい傾向にあるものの、インバウンド等の影響から外国人観光客は増加傾向にある。
　・後述するモニタリング指標（観光DMOの形成数）でも紹介するが、中国圏においても多様な連携によるインバウンド・広域観光が展開されつつある。
　・こうした取組等を推進していくことにより、今後更に中国圏に観光客を呼び込むことを目指していきたい。
　◇災害
　・なお、災害に関しては、中国圏は全国的にみても土砂災害警戒区域・特別警戒区域指定数が多い。
　・引き続き、こうした国土の脆弱性を踏まえた取組（例：災害リスクを考慮した居住・都市機能誘導等の事前対策等）を実施していくことが重要である。
　※ここで今年の土砂災害の話をするか否かは要検討。
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